
 １６日、新年恒例の開運祈願

「沼田だるま市」が、本町通り

を歩行者天国にして開催されま

した。 

 子ども・子育て新制度では、事業所内保育所が地域において保育が

必要な（一定の数の）子供を受け入れれば、地域型保育事業として市

町村の認可が受けられます。新年度から対象になるのは、利根中央病

院のどんぐり保育所と内田病院のひだまり保育所です。 
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日本共産党市議団（井之川 

博幸、大東宣之）は、このほ 

ど、安倍政権の暴走政治から 

沼田市が防波堤となって、市 

民が安心して暮らしていける 

よう特段の配慮を行うととも 

に、新年度の予算編成にあた 

り、４９項目の「新年度予算 

要望書」を横山公一市長及び 

宇敷重信教育長に提出しまし

た。 

 要望書ははじめに、先の総選挙で安倍首相は国民の信任を得たと言

っているが、自民党の得票は有権者比でみると、比例代表選挙で 17％、

小選挙区選挙で 24％に過ぎず、与党が３分の２を超える議席を得たの

は、小選挙区制というマジックがつくりだした「虚構の多数」にほか

ならないことを示すとともに、選挙後の世論調査で、「憲法改定・消

費税１０％・集団的自衛権行使容認・アベノミクス」などの安倍政権

の政策への批判が軒並み過半数を超えていることを示し、安倍政権の

政策に「先はない」ことを指摘しました。 

 そのうえで、安倍政権が示した国の来年度予算の内容が、大企業減

税・軍事費突出・介護報酬引き下げ・年金実質減額・高齢者医療窓口

負担引き上げ・生活保護費減額など、大企業には甘く、国民には冷た

い内容になっていることを指摘し、安倍政権の悪政から市民の暮らし

を守る予算編成をするよう要望しました。 

威勢のいい掛け声で販売されるだるま 

 ２１日、沼田市役所において群馬県が策定した都市計画区域の整備

などの変更についてを審議する都市計画審議会が開催されました。 

 委員改選後初めての審議会なので、会長に宇敷正沼田商工会議所会

頭、副会長に新井均沼田市区長会長を選出し、その後、議案第１号「利

根沼田広域都市計画圏 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の

変更について」の審議にうつり、当局から内容の説明を受け、質疑応

答後、原案通り決定しました。 

 

 

その他で、「沼田市都市計画基礎調査・見直し方針等作成業務につ

いて」の報告があり、国道１２０号沿線白沢地区、池田地区南部の関

越自動車道に接する地区等の都市計画地域への編入、また、長期間に

わたって事業が未着手の「都市計画道路」１２路線を対象に「都市計

画道路の見直し」に取り組んでいくとの報告がありました。 

 市健康課は、新型インフルエンザ特別措置法第８条により、「沼田

市新型インフルエンザ等対策行動計画」の原案を作成、市ホームペー

ジで公開し、策定するための市民意見の公募（パブリックコメント）

を行います。期間は、１月１９日から２月１８日まで。大いに意見を

提出しましょう。 

新年度予算に関する要望書を横山公一市長に

手渡す井之川博幸市議、右は大東宣之市議 


